


黒い羽根

 
 
天使の寿命。

隠した罪。

白い羽根の根元から血を流し、紅く染まる罰。

紅い羽根はやがて黒く変色し、その色は内側まで侵食していく。

狂気と悪意に囚われ、平穏で安らかだった自身の物語に終止符を打つ。

 
そんな事はとうに理解している。

よくある事だ。

現にほら、君の目の前に居るソレも、少し前までは天使のように微笑んでいたでしょう？

 
己が隠した罪が暴かれ、その罪の深さを思い知ればいい。

逃げられはしないよ。

だってソレは自分自身。

鏡に映った君の姿だ。

 
 


